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特集特集 令和 6年度 有機米産地づくりの取組が始まりました！

　令和 4年に始まった「有機米の産地づくり」

の取組は 3年目を迎え、今年度の研修会や栽培

実証がスタートしています。

　4月 24 日には、浜田市弥栄町にて「令和 6年

度第 1回有機米栽培研修会」を開催しました。

　講師に、NPO 法人民間稲作研究所副理事長の

五十畑匠氏をお招きし、「省力・低コスト有機稲

作の代かき」と題して、前回 3月の研修会を振

り返りながら、雑草を抑える 2回代かきの方法

について、座学と実習を行いました。

　次回は、「秋作業（秋起こし等）」をテーマに

研修会を予定していますので、有機米栽培に関

心のある方はぜひご参加ください。 ほ場で代かきを説明する五十畑氏

　続く、5月 27 日には、アイガモロボによる有

機米ほ場の抑草実証がスタートしました。

　今年度は、これまで実証をおこなってきたアイ

ガモロボ（市販版）と、㈱ NEWGREEN と井関農機

㈱が共同開発中の「安価版アイガモロボ」の比較

実証を農研機構西日本農業研究センターの協力の

もと行なっています。

　安価版アイガモロボは、市販版と比較して軽量

小型化かつ操作も簡単になっており、より中山間

地域向けの仕様になっています。

　これらの取組により除草・抑草技術を実証し、

より効果的な栽培技術の確立を目指します。

安価版アイガモロボ投入の様子

【お知らせ】集落と地域の個別相談会が開催されます　

　島根県では、今後の地域農業の維持・発展に向けて、集落営農の組織化・法人化や後継者対策を

検討される方に対して個別相談会を行います。相談会では、集落営農の法人化や地域づくりの専門

アドバイザーが、経験や現地事例をもとに相談をお受けします。

　詳しくは、別紙チラシをご覧ください（参加申込書により直接お申し込みください。）

〇日　時：令和 6年 7月 29日（月）・30日（火）　1組織当たり 1～ 2時間程度
〇場　所：浜田合同庁舎 5階　501 会議室

〇対象者：①法人化を検討している集落営農組織、中山間地域直払協定組織など

 　　　　 ②これから地域で後継者対策を検討していきたい方等

〇相談料：無料



当情報誌は、新規就農者、認定農業者、集落営農組織と関係機関の皆様に配信しています。

ご意見や記事掲載のご希望は下記までご連絡ください。

浜田市農林業支援センター ( 農林振興課 普及支援係 ) 〒697-8501 浜田市殿町１番地  　

TEL：0855-22-3500　  FAX：0855-22-3477  　E-mail：n-shien＠city.hamada.lg.jp

【お知らせ】水田向け オンライン緑肥セミナーの開催について　

　雪印種苗が主催するオンライン緑肥

セミナーが右記のとおり開催されます。

　水田へ緑肥作物を導入するために必

要なほ場準備や品種の選定、播種方法、

すき込み方法などについて学べます。

　興味のある方はこの機会にぜひご参

加ください。

（お申し込みは以下の QR コードまたは

リンクよりお願いします。）

〇日時：令和 6年 7月 18 日（木）

　　　　①10:00 ～ 11:30　②13:30 ～ 15:00　※①②とも内容は同じ　

〇開催方法：オンライン（Zoom ウェビナー）

〇講師：和田　美由紀　氏（雪印種苗）　

　　　　米倉　賢一　氏（有機稲作研究所　他）

〇参加費：無料

〇申込締切日：令和 6年 7月 10 日（水）

〇お問合せ先：雪印種苗西日本営業部岡山営業所

　　　　　　　TEL：0868－54－3601
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農作業中の熱中症にご注意ください！！　

【お知らせ】転作作物の現地確認について

　浜田市農業再生協議会では、経営所得安定対策事業の実施に伴い転作作物の現地確認を行います。

　該当する生産者の方には、「立札（現地確認票）」をお送りしますので、転作地の分かりやすいと

ころに「立札」の設置をお願いいたします。

　なお、確認日については【7 月下旬から 8 月上旬】を予定しておりますが、詳細は立札の発送に

あわせてお知らせします。

　この頃は、比較的過ごしや

すい日が続いていますが、毎

年、約 30 名の方が農作業中の

熱中症により亡くなられてお

り、死亡事故の約 85% が 7 月

から 8月に発生しています。

農作業中はこまめに休憩や水

分補給するなどして、熱中症

を予防しましょう。

【熱中症予防のポイント】
熱さを避ける こまめな休憩と水分補給

単独作業は避ける 熱中症アイテムの活用

高温時の作業は

極力避け、日陰

や風通しのよい

場所で作業

喉の渇きを感じ

る前に、こまめ

に水分・塩分を

補給

複数名で作業を

行う、時間を決

めて連絡をとり

合う

帽子や吸湿速乾

性の衣服の着用、

空調服や送風機

の活用


